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  対象は、小児失語症患児 12例である。原因疾患は、脳血管障害が 11例、脳炎が 1例であった。発




影（single photon emission computed tomography、SPECT）で行っている。VLSMは、頭部 MRI検査
のデータを用い、脳の病巣を同定する検査である。SPECT は、放射線同位元素を用い、脳の血流分布
を評価する検査である。脳血流の低下は、その部位の機能低下を間接的に示すことが多く、脳部位の
機能問題を間接的に評価できる。言語症状の評価と頭部 MRI 検査あるいは脳 SPECT 検査については、








































  対象は、小児失語症患児 2例（症例 A・B）である。2例とも、もやもや病による脳梗塞による失語
症で、発症年齢と損傷部位がほぼ同様の事例である。 




症例 A においては、「口頭命令に従う」課題、および「呼称」課題の成績変化は、左言語関連 7 部
位および右半球のブロードマン 21 野、22 野、45 野の脳血流変化と、それぞれ有意に関連していた。

















































平成 29 年 12 月 26 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判
定した。 
よって、著者は博士（行動科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
